








































































































男性の思惟に ｢人笑へ｣ あるいは ｢人笑はれ｣ が現れる場合、熱心に懸想し
ていた女性を手に入れ損なったのが外聞が悪いというケースも見られるが⑤、頻
度が高いのは娘の処遇についてである。内大臣、かつての頭中将の場合、五度








































































































いかにはしたなく人笑はれなることもこそ｣ 早蕨⑤ 352 頁）、後日、匂宮と夕
霧六の君の婚姻を知り ｢さればよ、いかでかは、数ならぬありさまなめれば、
かならず人笑へにうきこと出で来んものぞとは、思ふ思ふ過ぐしつる世ぞか




























































































































上④ 54 頁）、華々しく降嫁したライバルに間の悪い思いをしながらも ｢つれな









































の ｢とどむとも｣（真木柱③ 363）、紫上の ｢堰かるべき方なきものから｣（若



























































それでも ｢なごやかに｣ 夫に対し、かいがいしく装束の世話などするという描写（真木柱③ 363‒
364 頁）は、ほぼそのまま紫上に受け継がれている。
⑩前掲書、167 頁。
＊討議要旨
今西祐一郎氏は、「ディグニティ」の意味について質問し、発表者は、日本語訳の難しい言葉であ
るとことわりつつ、「尊厳」「品位」といった言葉に相当すると応答した。また、他国で起きた災害の
報道ではそういった言葉は、あまり使用されなかったように思われるが、東日本大震災に関する報道
では頻繁に使われた旨、発表者より補足があった。今西氏はさらに、「ディグニティ」という言葉の
背景には神を信じることによって与えられた美質というニュアンスが含まれるのではないか、と質問
し、発表者は、神に恥じないとの意識で「ディグニティ」を保つ、あるいは他者を許すといったこと
はあると応答した。今西氏は、『源氏物語』においては、神に恥じないというよりも人に恥じないと
いう意識があるが、それが西欧の側から見て、神に恥じないという態度に捉えられているといった認
識の違いがあるのではないかと指摘した。海野圭介氏は、宇治十帖の背景にある信仰について海外の
人にとってそれがどのような形で理解されているのかを質問し、発表者は、難しい問題としつつ、キ
リスト教の神をそのまま当てはめて解釈している場合もあり得るが、源氏物語を選択的に読むほどの
人は、信仰の問題に対しては柔軟に対処していると思う、と応答した。
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